
 

 

令和４年１月１５日 

 

お休みの日にお集まりいただきまして恐縮であります。今日はコロナの関係で皆様にお

知らせをさせていただきたいということでございまして、お集まりをいただきました。 

 

直近の感染状況をちょっと見ていただきたいと思います。 

（資料を提示） 

これはご案内のとおりですけれども、1月 14 日 220 件、それから今日の数値ですけれど

も 206 件ということで若干下がっておりますけれども、ほぼ同様の数値で動いておりま

す。５日間で５倍ということで、かなり急激な増加状況ということでございまして、お話

申し上げたいのは、後ほどグラフで出てきますけれども、週明けにはおそらく過去最高８

月 26 日に出ました 515 人、これは上回るだろうという予測でございます。入院されている

方は約 8.8 パーセントの方、やはり入院が必要であります。今回のオミクロン株、ほとん

どがオミクロン株だというふうに考えておりますけれども、入院が必要な方は少ないので

すけれども、例えば透析が必要な方だとか、高齢者で持病を持っておられる方とか、ある

いは妊婦の方、これはやはり入院をしていただかないと危険でございますので、一定の比

率でやはり入院をされる方は出てまいります。現在、病床の使用率でございますけれど

も、今日朝お知らせしたのは昨日の夜のタイミングで 16.6%でありますけれども、今日の

お昼の病床使用率は 19.3%でございまして 20％に迫る状況でございます。 

 

次お願いします。 

（資料を提示） 

これが予測でありますけれども、現在 206 ですね。それから明日日曜日多分少し上がる

と思いますけれども、１月 17 日月曜日は大体いつも少し下がりますので、実数としてはこ

れの倍ぐらいの感じですけれども、出てくる数字は大体下がっています。火曜日はその分

も積み上がりますが、おそらく 500 は超えるだろうというふうに予測をしています。さら

に病床使用率も火曜日の段階では 30%に迫るか超えるという予測であります。 

 

次のページをお願いします。 

（資料を提示） 

これは第５波の時の対応です。どういう状況なのかということでございますけれども、

時短の要請とそれから感染者数がどのような関係にあるかということを今からお話をさせ

ていただきたいと思います。 

感染者数は、実は発表ベースと発症ベース、症状が出た日にちとそれから発表した日に

ちというのがありますが、感染者にとって重要なのは発症ベースです。発症と時短要請と

いうのがどのように関係しているかと今からお話を申し上げます。 

これは第５波のときですけれども、緊急事態措置をかけました時が感染者のピークであ

りましたけど、それをぐっと下がっているように見えますけれども、実はこの影響は緊急

警戒宣言、前の呼び方ですけれども時短要請をしたものが実は感染者の数に影響している

というものでありまして、次のページをお願いします。 



 

 

（資料を提示） 

時短をかけますと、これは近鉄四日市の 21 時台の人流ですけれども、時短をかけました

らやっぱりぐっと人流下がってきています。時短要請するとまず人流が下がるということ

です。 

 

次お願いします。 

（資料を提示） 

ちょっと見にくいですけれども、必要でしたらお手元にもありますから見ていただけれ

ばと思いますが、先ほど申し上げた発表ベースというのは感染者数というものです。これ

が黄色のものであります。これはオレンジですね。オレンジのものですけれども、この感

染者数というのは、発症した人が何日後に報告をされるのか、これは人によって違います

ので、発症しました、２日後にわかりました、３日後にわかりました、４日後にわかりま

した、とこんな感じですので、重要なのは発症者のピークです。これは報告をされていつ

そういう症状が出ましたかと後で聞き取りをしてわかってくるのですけど、発症者のピー

クを見ますと、時短要請をしてからほぼ４日後ぐらいに発症者のピークを迎えるというこ

とになります。従いまして、時短要請をさせていただく、そうすると人流が減る、そして

発症者も減ってくるという関係になっております。 

 

次お願いします。 

（資料を提示） 

さらにということですけれども、これは重症入院患者数のピーク、第５波の時でありま

す。重症入院患者数のピークは新規感染者数のピークの約１週間後ということであります

ので、時短要請をしてから 20 日後ぐらい、３週間後ぐらいに重症入院者数のピークはやっ

てまいります。何を申し上げたいかというと、時短要請を早くかければかけるほど、この

ピークの山は下がってくるということであります。人流が下がりますので。人流が下がる

と感染確率が下がってピークの山が下がります。今回のピークはいつかこういうことであ

りますけれども、２枚目の資料を見せて頂きますか。８月は 515 がピークです。これまだ

多分伸びてくると思います。感染者は場合によると、1,000 を超える可能性もあります

し、さらにその数を超えてくる可能性もあるだろうというふうに見ております。今回オミ

クロンは重症化する率はデルタよりも少ない、これはおそらく事実だろうと思います。３

割ぐらいじゃないかというふうに言われていますので、重症病床は今は使用しておりませ

んけれども、感染者数が 515 の倍、1,500 を超えてくると、デルタの時と重症者数の実数

は同じになってまいります。1500 を超える可能性はあるだろうと思っています。ただ、そ

れが出てくるのは先ほど申し上げましたけれども、まだ２週間先３週間先であります。今

から人流を抑えておかないと、重症病床は一杯になってしまうというのが３週間後ぐらい

に現実としてやってまいります。県民の皆さんの行動を変えていただけると、ピークが上

がってきて重症病床が一杯になることがないかもしれませんし、一杯になる日が後にずれ

ていくということであります。さらに怖いのは重症病床だけではなくて、一般病床も一杯

になってきますと、もうすでに 20%になっていまして、東京都では 20%を超えると小池都知

事は、まん延防止重点措置の要請をするとおっしゃっておられますけれども、三重県はも



 

 

う 20%を超えるのは必至、20%です。週明けにはおそらく 30%を超えるというふうに思われ

ます。一般病床が一杯になりますと、それだけで困るというのは当然ありますけれども、

コロナ以外の患者の方を受け入れることが困難になってまいります。持病をお持ちの方、

入院することができなくなってしまいますので、医療体制相当厳しい状況になって医療を

守るというのは別に医療機関で働いている方を守るというわけではなくて、我々一人が病

気になってもちゃんと病院で診てもらえるような状態を守るということでありますので、

そういう状態のために対応していかなきゃいけないということであります。 

それを受けまして、私ども週末の状況、それから週明け直後の状況は注視をいたします

けれども、まん延防止等重点措置の要請の準備を進めていきたいと思っております。以

前、みえコロナガードの話をさせていただきまして、既に阻止宣言を出させていただいて

おりますが、この阻止宣言の後は緊急警戒宣言ということでありまして、これも時短要請

をしますというふうに申し上げましたが、緊急警戒宣言ではなくて法律に基づきます、ま

ん延防止等重点措置を考えていくことを今予定しております。従いまして、まん延防止等

重点措置を要請するためには、県内でまん延防止等重点措置対策検討会議を開く必要がご

ざいますが、早ければ週明けにもこの会議を開くことを検討しているところでございま

す。そこで専門家のご意見を伺いまして、要請をするかどうかを最終的な決定をいたしま

す。まん延防止等重点措置の適用に時間がかかる場合には、県独自の時短ということも考

えていきたいと思っております。いずれにしましても、ピークをどこまで下げられるかが

県民の皆さんお一人お一人の命を守るということになりますので、行動をぜひ変えていた

だきたい。外出については、不要なものについては控えていただければというふうに思っ

ておりますし、また、お酒を飲んでマスクを外してしゃべるということは、お止めいただ

ければというふうに思っているところでございます。 

 

私からは以上です。 


